
 

原子力規制委員会物品・役務等に係る契約適正化監視等委員会 

審議概要 

 

開催日及び場所 令和元年１１月１８日（月） １８階 C会議室 

出 席 委 員 

 

 

 

委 員 南島和久（新潟大学人文社会・教育科学系（法学

部）教授） 

委 員 前田泰宏（EY 新日本有限責任監査法人公認会計士） 

委 員 升田 純（中央大学法科大学院教授、弁護士） 

委 員 山形康郎（弁護士法人関西法律特許事務所弁護士） 

審議対象期間  平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 

委 員 会 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．委員長選出及び委員会の運営等について 

 委員の互選により升田委員を委員会委員長に選出。ま

た、委員会の運営に関する事項等について了承。 

 

２．平成３０年度の契約に係る点検・見直しについて 

（１）全体の契約状況（契約方式、件数、金額等）及び 

前回委員会意見を踏まえた取組み 

事務局から資料に基づき説明及び質疑応答 

（２）契約手続きの点検・見直し 

事前に抽出した個別案件について、担当課室から 

の説明及び質疑応答 

 

３．その他 

  次回開催日程 他 

抽 出 案 件 

（総数７件）  

 

 

 

 

○ 競争入札方式 ２件 
○ 企画競争方式 １件 
○ 参加者確認公募方式 １件 

○ 競争性のない随意契約 ２件 

〇 不落随意契約 １件 

委員の意見等  

 

 

別紙のとおり 



   

 

 審議における主な意見、感想等 

１．全体の契約状況及び前回委員会意見を踏まえた取組み 

〇全体の契約状況 

・契約方式別一覧の総括表について、過去からの推移を見る視点も重要であ

ることから、次回から過去の推移が分かるものを用意してもらいたい。 

 

２．契約手続きの点検・見直し 

①競争入札方式（案件番号 A①-5） 

・結果的に毎年度、同じ受託者が請け負っている場合、あるいは、総合評価

落札方式やその評価項目が形式化してないかという懸念がある場合、競争

入札方式にこだわらず、参加者確認公募方式を含めた契約方式の変更を会

計部門と相談の上、検討するようにした方がよい。 

 

②企画競争方式（案件番号 B①-9） 

・契約時期が年度末に差し迫った段階で契約を行っているケースがみられた。

このケースについては、契約から実施までの期間が短すぎるので、スケジ

ュールに大きな問題があると指摘せざるをえない。 

・このケースは製品の単価についてコストを掛けすぎていると思われる。ま

ずは、スケジュールを見直し、無理のない時期に発注するようにすべきで

ある。その上で制作コストについては、他省庁の例を調べ、霞が関の標準

的な単価となるように見直すべきである。 

・全省庁統一資格の B、C、D しか選べないものとなっている。せっかく企画

コンペで選ぶのに応札者が 1者では選びようがないので、Aも含め、大手も

入ってこられるようにすべきである。 

 

③競争性のない随意契約（案件番号 D-209） 

・秘密保持については、契約上の通常の違約金だけではペナルティとして軽

く、秘密保持の抑止力にならないのではないか。秘密保持のレベルに応じ、

違約金の一般的な条項だけでなく、契約書に特別な規定を設けるなどの工

夫を凝らし、抑止力を担保できるようにすべきではないか。 

・秘密保持について、会社に対するペナルティはあるものの、従事者への監

督が緩いと思われる。事業者で情報がどう扱われているかを監査できるよ

うな契約のあり方を検討すべきである。 

・秘密保持のあり方については、他の省庁の秘密保持契約も参照すること。 

（なお、事務局から、最近の取組みとして、厳格な情報管理を確保するため、

保全情報を指定し、その情報にアクセスできる者のリストを提出させるな

どの措置を講じている旨説明。） 

 

別 紙 



   

④競争性のない随意契約（案件番号 D-247） 

・情報システム等の導入に当たっては、技術面の精査にとどまらず、事前の

設計段階から汎用性の高いものを検討する方式が考えられる。他方、これ

まで通り事後にユーザーの求めに応じ、その都度追加・改修していく方式

もあり得る。どちらがより効果的・効率的であるのか、いずれの方式が適

切かという観点から内部で検討し、入札を行うようにされたい。 

 

 

 

以 上 

 


